
小松島市第６次総合計画基本計画（素案）に対するパブリックコメントの実施結果について 

 

 

 

 

１ 意見募集案件      小松島市第６次総合計画基本計画（素案） 

 

 

 ２ 意見募集期間      平成２８年１０月２１日（金）～平成２８年１１月７日（月） 

 

 

３ 閲覧場所        市ホームページ 

              市秘書政策課（市役所３階） 

 

 

４ 意見提出方法      郵送、ファクシミリ、電子メール、直接持参 

 

 

５ 意見提出者数      ２名 

 

 

６ 意見提出件数      ２件 

（内、意見提出に当たっての要件を満たさないことにより 

掲載しないもの１件） 

 

 

７ 意見の内容と市の考え方  別紙のとおり 

 

※ いただきましたご意見の内、意見提出に当たっての要件を満たさないご意見につきまし

ては、小松島市パブリックコメント手続要綱第２条の規定により、市の考え方をお示しで

きないので、ご了承ください。 

なお、いただきましたご意見についての個別回答はいたしません。 



 

意見の内容と市の考え方 

 

№ 意見の内容 市の考え方・対応 

1 

現在、徳島小松島港は港湾整備が進み、赤石地

区の９．４ｈａの水面貯木場における木材取扱量

は皆無であり、津田地区の木材埠頭における投下

水面、水面整理場、水面貯木場においてもほとん

どその姿を見ることはない。 

この静隠で立地条件の良い海面は、今となって

は小松島市の活性化を握る伝家の宝刀となって

います。 

私はここに日本初の和船文化体験センターを

誘致して、老若男女の体を鍛え、海と楽しめる生

涯学習の場とすべきだと考えます。 

そして市民に解放した結果、「櫓漕ぎの里」と

呼ばれるようになれば、全国から、その習得のた

め来訪者が泊まりがけで来てくれれば、町づくり

の核となるはずです。そして彼らが地元に帰り、

そこでその術技を普及してくれる。 

この循環ができ上がれば、手漕ぎの中でも効率

的に優れ、かつては日本中に広がった櫓漕ぎが再

興され、さらに発展させていくこともできるので

はないでしょうか。 

県民あげて新しい観光資源をつくり上げよう

ではありませんか。 

今から計画すれば東京オリンピックにも十分

間に合います。 

 

今回、素案として策定いたしました「小松島市

第６次総合計画」では、「教育の充実と文化の振

興」の施策における取組項目である「伝統文化の

継承と芸術の振興」を位置付け、国史跡指定を受

けた四国遍路道（恩山寺道・立江寺道）への取り

組みの推進や、本市で実施している生涯学習とし

ての各種講座や文化イベントなどを位置付けて

います。 

また、「観光交流によるにぎわいの創出」の施

策として、本市固有の地域資源である港をいかし

た交流人口の増加に繋がるイベントや体験観光

への取り組みなどを記載しています。 

さらには、昨年度策定した「小松島市まち・ひ

と・しごと創生総合戦略」においても、港をはじ

めとした地域資源を観光資源として活用するこ

とで交流人口の増加、ひいては移住定住策の一助

になるとしているところではあります。 

こうしたことから、ご提案いただきました件に

つきましては、本市の地域資源としての港をいか

したひとつの取り組みとは存じますが、現状での

事業化を想定しておりません。 

 

 


